
物理学実験  Practical Physics 

 

1. 概要 

 ●授業の背景 

物理学は工学の自然科学的な基礎の学問である。その方法と考え方を実験を通して身につけるこ

とは必要不可欠である。 

 ●授業の目的 

工学基礎としての物理学実験では、以下の 3つの目的がある。 

① 物理学の原理・法則性を抽象的に理解するだけでなく、実験にもとづいて体得すること。 

② 物理実験の基本的方法を習得し、実験装置の使用に習熟すること。 

③ 報告書の作成の訓練を行うこと。 

   ●授業の位置付け 

物理学Ⅰ、物理学ⅡA及び物理学ⅡBなどで学習した物理学の原理･法則性を実験に基づいて体得

する。 

また物理学実験は理工学の種々の研究実験に共通する基礎的実験法の学習という重要な役割を

担っている。 

２． キーワード  

力学、熱学、光学、電磁気学、原子物理学、コンピュータ・シミュレーション 

３．到達目標 

将来、研究分野または生産分野に活躍する理工系の学生諸君が、自然科学の基礎となる物理学の

基礎学力と創造力を身につけることを目標とする。 

４．授業計画 

第１回 物理学実験についての講義（注意事項、データ処理および  安全教育） 

第２回〜第 13 回 力学、熱学、光学、電磁気学、原子物理学に関する 19 種の独立な実験テーマ

を準備して 

いる。これらのテーマ中から適当に割当てて実験を行なわせる。 

 実験テーマの例 

  （１）ボルダの振子 

  （２）ケーターの振子 

  （３）ねじれ振子 

  （４）ヤング率 

  （５）空気の比熱比 

  （６）熱電対の起電力 

  （７）光のスペクトル 

  （８）ニュートン環 

  （９）回折格子 



  （10）光の回折・干渉 

  （11）電気抵抗 

  （12）電気回路 

  （13）等電位線 

  （14）ダイオードおよびトランジスター 

  （15）オシロスコープ 

  （16）放射線 

  （17）コンンピュータ・シミュレーション 

  （18）電気素量 

  （19）プランク定数 

第 14 回 実験予備日（1） 

第 15 回 実験予備日（2） 

５．評価方法・基準 

原則として割当てられた実験テーマの実験をすべて行い、そのレポートをすべて提出することが

合格の必要条件となる。実験中の態度（20％）およびレポートの内容（80％）によって総合的に

評価する。 

60 点以上を合格とする。 

６．履習上の注意事項 

上記の目的を達成するためには、単に教科書の指示どおりに無気力に測定をした、計算をした、

というのでは実効をあげえない。そこで、実験を行う前日までに、実験計画を立て当日の実験と

実験結果の検討・考察を効果的に行い、物理的なものの見方、考え方を身につけるような学習実

験態度が必要である。 

７．使用する教科書 

近浦吉則・高木精志・鈴木芳文・出口博之：理工学基礎課程−物理学実験 第 7版（東京教学社） 

８．オフィスアワー等 

各担当教員によって異なるので、初回の講義時に通知する。 

 

 


